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【 請 求 項 １ 】
　

吸 着 能 力 を 減 少 さ せ る 一 酸 化 炭 素 を 吸 着
す る よ う に 、 を 横 切 っ て 改 質 物 を 移 動 工 程 と 、

上 に 吸 着 し た 一 酸 化 炭 素 を 二 酸 化 炭 素 に 変 換
し て の 吸 着 能 力 を 再 生 さ せ る 変 換 工 程 と

方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

第 １ の 触 媒 （ 41） を 内 部 に 含 む ア ノ ー ド （ 36） と 第 ２ の 触 媒 （ 41） を 内 部 に 含 む カ ソ ー
ド （ 37） と 該 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド と の 間 に 配 設 さ れ た プ ロ ト ン 通 過 可 能 膜 （ 35） と を 備 え
る 電 気 触 媒 酸 化 （ Ｅ Ｃ Ｏ ） 処 理 装 置 （ ２ ９ ） 内 の 炭 化 水 素 改 質 物 か ら 一 酸 化 炭 素 を 除 去 す
る 方 法 で あ っ て 、
（ a） 前 記 第 １ の 触 媒 （ 41） が 、 そ の 一 酸 化 炭 素

前 記 ア ノ ー ド （ 36） （ 28） す る
（ ｂ ） 前 記 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド と を 電 気 的 に 接 続 し 前 記 ア ノ ー ド と 該 ア ノ ー ド の 触 媒 （ 41
） を 介 し て 電 流 を 発 生 さ せ る 工 程 と 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ の 触 媒 （ 41） 酸 化 剤 に よ っ て

前 記 第 １ の 触 媒 （ 41） 一 酸 化 炭 素 、 を 含 み 、
前 記 電 流 が 直 流 で 発 生 さ れ る 、

工 程 （ a） の 前 に 前 記 改 質 物 （ 28） を 加 湿 す る 工 程 を 更 に 含 む 、

　 前 記 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 で は 、 電 気 的 に 非 接 続 を 行 い こ れ ら を 繰 り 返 し て 間 欠 的 な 電
流 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。

　 直 流 電 源 に よ っ て 前 記 電 流 が 増 大 さ れ る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。



【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 第 １ の 触 媒 （ 41） は 、 貴 金 属 又 は 遷 移 金 属 か ら な り 、 ５ ～ １ ５ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ の 間 の
表 面 積 を 有 す る 支 承 体 （ 42） 上 に 付 与 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

　 前 記 第 １ の 触 媒 （ 41） は 、 貴 金 属 又 は 遷 移 金 属 か ら な り 、 １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ の 間
の 表 面 積 を 有 す る 支 承 体 （ 42） 上 に 付 与 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 触 媒 （ 41） が 同 じ 貴 金 属 又 は 遷 移 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
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